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実りの多い紫陽祭となりました。 
校長 中村 慎輔 

１０月２１日、文化発表会である紫陽祭が行われました。昨年度までコロナ禍による入場制限がありまし

たが今年度は４年ぶりに制限なしで行うことができました。 

 

開会式での生徒会長の言葉 

紫陽祭は体育大会に続いて２つ目の大きな行事です。体育大会はクラスの団結を深めることができ

る最初のきっかけとなる行事でしたが、紫陽祭はクラスの仲間たちのことをよく知ってから臨むため、

それぞれの個性の光らせ方を考えたと思います。この紫陽祭で、もう一度クラスの団結を確認する良

い機会にしてほしいです。 

また、紫陽祭では歌の発表もそうですが、展示発表もあります。今日一日を通して今まで知らなかった

仲間たちの一面や確認することのできた思いを今後の学校生活につなげていってほしいと思います。 

 

閉会式での実行委員長の言葉 

皆さん、今日の紫陽祭はどうでしたか。五月下旬に合唱曲の選曲を行い、そこからたくさん練習を重

ね、悩み、助け合い、互いの信頼関係が深まった五か月間であったと思います。また、スローガンに

は、「信頼しあって響かせろ」とありますが、信頼しあうことは、この紫陽祭のためだけに必要という

訳ではありません。信頼関係というものは、底知れず、どこまでも深めていけるものだと私は考えてい

ます。なので、この紫陽祭で築いた信頼関係は、そのきっかけの一つとし、これからの経験値にしてみ

てください。皆さんの中にも、何らかの学びや感動したことが少しでも残っていたとしたら、私はとて

もうれしく思います。最後に、今日という日が作れたのは、協力してくださった全校生徒の皆さん、先

生方、ＰＴＡの方々のおかげです。本当にありがとうございました。 

 

生徒会長、実行委員長の言葉にある通り、生徒はいろんな思いをもってこの紫陽祭をつくりあげ、そして、

大きな成果を残してくれました。各学級、一丸となりながらも、時にぶつかり合い、時に励ましあって、合

唱を作り上げてきました。完成させるまでには、難しい人間関係に悩む場面やクラスがピンチに陥ることも

あったりして、実にさまざまなドラマが展開されたと聞いています。そこには日頃の教科授業とは違った学

びがあって、それこそが学校という場で学ぶことの１つの意義であると思っています。 

この紫陽祭での学びをこれからの成長の糧にしてくれれば 

と思っています。 

当日ご参観いただきました保護者の皆様、地域の方々を 

はじめ、駐車場係や受け付け、展示パトロールを行って 

くださいましたＰＴＡ役員、ＮＳＣ（中原サポーターズ 

クラブ）のみなさん、子どもたちのために本当にありが 

とうございました。 

 

 

 



紫陽祭を終えて

後期生徒会本部役員・専門委員長任命式を終えて

 

 

 

１１月の予定  SC 来校日･･･９日（木）、１６日（木）、２１日（火） 

１日（水）代表委員会 

３日（金）文化の日 

６日（月）校内研究授業 

９日（木）１年生校外学習 

２年生職場体験 

      3 年生期末試験 

１０日（金）２年生職場体験 

       ３年生期末試験 

３年生租税教室 

 

 

10 月 24 日（火）全校集会で, 新生徒会本部役員が正式に任命されました。新しく代表として頑張ってく

れる人たちの背中を押す温かな拍手が広がる素敵な式となりました。新生徒会長・2 学年委員長からは, 「3

年生の先輩たちに少しでも近づけるように, そして, 1 年生の後輩たちをしっかりと引っ張ることのできる

存在となれるように。」と精一杯の決意を表明してくれていました。今後もあたたかで謙虚な姿勢を大切に, 

支えあえる生徒会活動を目指していってほしいです。                  生徒会担当 

 先日は、紫陽祭お疲れさまでした。今年度の紫陽祭スローガンは、「百歌繚乱～信頼しあって響かせろ、最

強の紫陽祭～」です。このスローガンには、互いを信頼しあうことで私たちの合唱を咲き乱れる花々のよう

な魅力溢れるものにしたい、という想いが込められています。紫陽祭当日を終え、私の中には合唱を発表す

る全員の、真剣で、それでいて楽しそうな眼差しと、信頼しあい皆が１つになった会場の空気感がずっと心

に残っています。まさに、スローガンを具現化したような素晴らしい時間であったと思います。私はクラス・

学年、そして全校生徒がこうして団結して 1 つのものを創り上げることのできる紫陽祭が大好きだと改めて

感じました。これからの学校生活では、この紫陽祭で築いた信頼関係、団結力をきっかけの１つとし、これ

からももっと深め、たくさんの人とかかわりを持ちたいと思います。       紫陽祭実行委員長生徒 

１年２組「明日へ」 

 

２年２組「地球星歌～笑顔のために～」 

 

3年３組「群青」 

 

１４日（火）専門委員会 

１６日（木）代表委員会 

２３日（木）勤労感謝の日 

２４日（金）～３０日（木）諸活動停止期間 

２７日（月）～３０日（木）３年生三者面談 

２９日（水）・３０日（木）１・２年生期末試験 


